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した｡ 7カ月後のⅩ線像 (図 2)では BHLは
殆んど消失 しており,ツ反応 も陽性 (17×20)
になったが硬結はなく,極めて微弱な発赤を示
すだけであった｡
症例2 14才の 男子｡ 本例も生来健康で あ
りLツ反応も小学校時は陽性であった038年 4
月の学枚検診で両側肺門部 リンパ腺腫大を発見




初診時の X線像は 図 3の如 く, 典 型 的 な
BHL を示 している｡ ザルコイ ド-ジスの疑い
濃厚なため,直ちにツ反応及び血清蛋白分画を
















表 1 ザルコイ ドー ジス5例の主要臨沫検査成績
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で,ザル コイ ド-ジスに特異的な BHL を示 し
ている｡そこでツ反応, 血清蛋白分画 を 行 っ
た｡結果は表 1の如 くで,ツ反応は発赤は極め













発見当時図 7の 如き BHL の他に, 両側頚
部 リンパ腺に小豆大より掲指頭大の腫張が認め
られたが疹痛はなく,且お互に融合 している所
見も見当らなかった｡ ツ反応は 10×12mm の
陽性であった｡血清蛋白分画は表 1の如 く,ア
ルブ ミンの軽度の減少とグロブ リンの軽度増加
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度は極めて弱 く,従 ってツ反応が減弱 して来た

































り,後 2者は発病後の時間が可成 り経過 したも
のであると考えられる｡事実第 5例において,












すると, ザル コイ ドー ジス の 発 病 初 期 に は
BHL の出現と同時に, 全身の リンパ腺に典型
的な類上皮細胞結節を生 じ,同時にツ反応の減
弱乃至は陰転があり,血清蛋白分画ではアルブ
ミンの減少,γ グロブリンの増加及び A/G の
減少が起るようである｡これが快方に向うと類
上皮細胞結節には線維化,贋原物質の沈着等が




ルモン剤投与が行われ, 2乃至 7カ月後には 3














最近 6カ月間に BHL型ザルコイ ド-ジス4






々の経験 した肺ザル コイ ド-ジス4例は,何れ
も scalenenode biopsy によって組織学的に
診断を確定 し得た｡このことはⅩ線検査,ツ反
応その他の補助診断法の他に,比較的手軽な診














































































図10. 症例 2 類上皮細胞結節, 巨細胞散
在,乾酪化はないっ





図13. 症例 4 類上皮細胞は畏縮 し,結節
は線維化が著明,乾酪化はない｡
図14. 症例 5 腸間膜 リンパ腺, 巨細胞を混
えた類上皮細胞結節,乾円侶ヒはない｡
